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 年  月　日
「神奈川区共助推進事業」補助金交付申請書

地域防災力の向上に向けた取組を推進するため、補助金の交付を受けたいので、「神奈川区共助推進事業」補助金交付要綱第６条第１項に基づき、関係書類を添付して申請します。なお、補助金の交付を受けるにあたっては、横浜市補助金等に関する規則(平成 17 年度 11 月 30 日横浜市規則 139 号)及び「神奈川区共助推進事業」補助金交付要綱を遵守します。

	１ 団体が活動する地域の防災上の課題や現状（複数選択可）

	☐住民に対する防災啓発が進んでいない　☐安否確認や避難誘導の手段がない
☐情報交換や通信の体制が整っていない　☐自治会町内会の本部機能が整っていない
☐その他：

	２ 上記１に対応するために実施する訓練や活動の概要（複数選択可）
	実施予定日：　   月	    日

	☐防災資機材の購入や防災マップを作成し、訓練等を行う　☐講演会を開催して住民に対し防災啓発を行う
☐防災施設の見学等のためにバスを借り上げる  ☐オンラインで安否確認や情報共有等を行う
☐窓ガラス飛散防止フィルムを設置する　☐その他：

	３ 上記２の訓練や活動に用いるために補助金の交付を申請する内容（いずれか一つに☑してください。）

	☐安否確認アプリ等の導入（補助率：10/10、補助上限額：25万円）※対象のアプリ等であることが分かる資料を添付してください。

	☐会館等を自主的な避難場所として活用するため防災資機材を複数種類購入する（補助率：３/４、補助上限額：25万円）
  ※以下、自治会町内館等に関する情報も記載してください。
　会館名：　　　　　　　　　　　　　　　会館所在地　：神奈川区
　担当者：　　　　　　　　　　　　　　　担当者連絡先：
　避難所として活用できる広さ：約　　㎡　避難可能人数：　　　人程度

	☐以上に該当しない防災資機材等の購入、防災施設見学のためのバス借上、窓ガラス飛散防止フィルム貼付等
（補助率：２/３、補助上限額25万円。ただし、過去３年間で本補助金の交付を受けた団体は上限 15 万円。）

	４ 補助金申請額（100円未満切り捨て）

	円
	（合計額：　　　
	
	円×補助率：
	
	/
	
	）

	５ 経費内訳（様式内に記入しきれない場合は、必要事項が記載された別紙を添付してください。）

	品 目
	数 量
	単 価
	小 計

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	６ 補助金交付申請にあたっての確認事項（☑してください。）

	☐本申請により実施する補助事業は、町の防災組織活動費補助金、その他本市又は社会福祉協議会の補助金を用いた支出と重複するものではありません。
☐「５　経費内訳」が分かる見積書等を添付しました。




